
 

 

２．市民調査の集計結果 

 

回答者の属性 

問19－１ あなたの年齢は。 

 

問19－２ あなたの性別は。 

 

問19－３ あなたがお住まいの区は。 

 

 

・平成30年11月30日現在の堺市人口と比較し、本調査の回答者は年齢別では60歳以上、性別で

は女性の割合が大きくなっています。 

・30歳代は女性が81.3％であるなど30～60歳代は女性の割合が大きく、20歳代と70歳代以上は

男性の割合が大きくなっています。 

 

問19-3 居住している区

(％)

回答者 堺市全体

18.6
17.9

12.0
14.5

10.0
10.4

16.9
16.3

19.4
17.4

18.0
18.9

3.1
4.6

2.0

0 5 10 15 20 25

堺区

中区

東区

西区

南区

北区

美原区

無回答

問19-1 年齢

(％)

回答者 堺市全体

6.9
12.0

9.1
13.5

14.6
19.5

13.7
14.9

20.6
14.7

22.0
16.0

11.1
9.4

2.0

0 5 10 15 20 25

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代以上

無回答

問19-2 性別

(％)

回答者 堺市全体

41.7
47.4

56.6
52.6

0.0

1.7

0 10 20 30 40 50 60

男

女

その他記述

無回答



 

 

問19－４ 同居されている方は。（複数回答） 

 

・回答をもとに類型すると、ひとり暮らし世帯 14.6％、夫婦のみの世帯 28.3％、二世代世帯 

42.6％、三世代世帯 7.4％、その他 4.3％です。 

 

問19－５ 同居されているご家族に、18歳未満の子どもや65歳以上の高齢者がいますか。 

（複数回答） 

 

・就学前と小・中・高校生の重複を整理すると、18歳未満の子どもがいる世帯は18.3％です。 

 

問19－６ 同居・別居のご家族に、介護などが必要な方がいますか。（複数回答） 

 

どのような方ですか 

【同居】                            【別居】 

 

・同居と別居の重複を整理すると、家族に介護などが必要な人がいる人は26.8％です（回答者

自身が介護などが必要な場合も含みます）。 

 

問19-4 同居している人

(％)

63.1

13.1

2.0

42.0

1.7

3.4

1.4

1.4

14.6

2.9

0 10 20 30 40 50 60 70

配偶者

親

祖父母

子ども

孫

兄弟姉妹

その他の親族

その他

同居している人はいない

無回答

問19-5 子どもや高齢者の同居

(％)

9.1

12.6

31.7

39.1

12.0

0 10 20 30 40 50

就学前の子どもがいる

小・中・高校生の子どもがいる

65歳以上の高齢者がいる

いない

無回答

問19-6 介護が必要な家族の有無

(％)

12.6

16.9

53.7

1.4

18.0

0 10 20 30 40 50 60

同居の家族にいる

別居の家族にいる

いない

その他

無回答

問19-6 同居の要介護者

(％)

9.1

3.7

0.3

0 5 10 15 20

高齢者

障害児・者

その他

問19-6 別居の要介護者

(％)

15.4

1.7

0.9

0 5 10 15 20

高齢者

障害児・者

その他



 

 

問19－９ あなたは日常の生活で介護や支援が必要ですか。 

 

・自身が介護や支援が必要な回答者は10.6％で、うち２割近くは、介護が必要だがサービスは

利用していないと答えています。 

 

問19－８ あなたの健康状態はいかがですか。 

 

・４分の３は健康状態に特に問題はありませんが、その３分の２は「ふつう」と答えています。 

 

問19－７ あなたはお仕事に就いておられますか。 

 

・有給の仕事に就いている人は42.9％です。 

 

問19－10 あなたは、近所の人とどれくらいのおつきあいがありますか。（複数回答） 

 

・複数回答による重複を整理すると、家を行き来したり相談するなどの一定の親しいつきあい

がある人が31.4％、あいさつ程度のみの人が52.9％、つきあいがほとんど・まったくない人

が13.4％です。 

 

問19-7 就業状況

(％)

30.0

12.9

18.3

2.0

27.7

4.6

4.6

0 10 20 30 40

フルタイムで働いている

パートタイムで働いている

家事などをしている

学生

特に仕事はしていない

その他

無回答

問19-10 近所の人とのつきあい

(％)

18.6

23.7

66.9

13.4

1.4

1.1

0 10 20 30 40 50 60 70

日常的に家を行き来する人がいる

相談したり支えあう人がいる

あいさつをする程度の人がいる

つきあいはあまり・まったくない

その他

無回答

問19-9 介護や支援の必要性

(％)

8.6

2.0

84.6

0.6

4.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

介護保険や障害福祉サービスを利用

介護が必要だがサービスは未利用

特に介護や支援は必要ない

その他

無回答

問19-8 健康状態

(％)

26.0

49.7

17.4

5.1

0.6

1.1

0 10 20 30 40 50 60

健康

ふつう

あまり健康ではない

健康ではない

その他

無回答



 

 

日常生活での「楽しみ」や「困りごと」について 

問１ あなたは日常生活のなかで、どのようなときに楽しさや生きがいを感じますか。 

（複数回答） 

 

・楽しさや生きがいを「特に感じることはない」と答えた人は4.3％で、年齢別で大きな差は

みられませんが、80歳以上は無回答が10.3％と大きめです。 

・「地域の活動に参加しているとき」をあげた人は6.9％にとどまり、特に40歳代以下は割合が

小さくなっています。 

 

問２ あなたは日常生活に関する以下のことで、困ったり不安に感じていることがありますか。 

 

 

問１ 日常生活の楽しさや生きがい

(％)

64.6

58.6

54.0

6.9

12.3

23.4

6.3

4.3

2.9

0 10 20 30 40 50 60 70

家族と過ごしているとき

友人などと交流しているとき

趣味やスポーツなどをしているとき

地域の活動に参加しているとき

家事をしているとき

仕事をしているとき

その他

特に感じることはない

無回答

問２ 日常生活の困りごとや不安

(％)

現在困っている

５年ぐらいの間に困るかもしれない

将来は不安がある

5.1 6.9 24.3

2.9 6.3 27.4

13.4 9.1 36.0

4.0 6.3 24.0

4.6 12.0 52.6

3.7 3.7 14.0

5.4 4.9 28.3

2.6 4.0 28.9

4.0 7.1 41.1

4.6 9.1 55.1

3.43.7 28.0

9.1 12.9 46.9

12.0 7.4 42.6

5.1 7.1 24.6

3.1 6.0 37.7

2.9 4.9 21.7

0 10 20 30 40 50 60 70

日常の買い物

調理や洗濯などの家事

家具の移動などの力仕事

ゴミ出しや掃除、片付け

自分や家族の介護

子育てや子どもの教育

外出や交通機関の利用

話し相手や相談相手

緊急時に支えてくれる人

地震や台風などの自然災害

地域の治安

健康状態

経済的な状況

就労や雇用の状況

お金の管理や契約などの判断

家族やまわりの人との人間関係



 

 

・現在、困っていることとして多くの人があげたのは「家具の移動などの力仕事」、「経済的な

状況」、「健康状態」などで、「経済的な状態」は20歳代が33.3％、30歳代が18.8％、80歳代

以上が15.4％と割合が大きくなっています。 

・５年ぐらいの間に困るかもしれないこととしては、「健康状態」に次いで、「自分や家族の介

護」が多く、50歳代は18.8％と最も割合が大きくなっています。 

・将来は不安があることとしては「地震や台風などの災害」が最も多く、次いで「自分や家族

の介護」となっています。 

・本調査の回答者は高齢の人の割合が大きく、全体では「子育てや子どもの教育」をあげた人

は多くありませんが、20～40歳代では割合が大きくなっています。 

 

問３ 問２でお聞きしたような日常生活の困りごとや不安を解決していくために、あなたがして

いること（したこと）がありますか。（複数回答） 

 

・「市や専門機関などに相談した」人は14.0％ですが、問２で介護で現在困っていると答えた

人は50.0％、子育てで困っている人では46.2％となっています。一方、子育てに困っている

人では23.1％が「どうすればよいかわからない」と答えています。 

 

問４ 地震や台風などの災害時の避難に関して、不安を感じていることがありますか。 

（複数回答） 

 

・「特に不安を感じることはない」は14.3％で、多くの人がさまざまな不安を感じていますが、

「どんな災害が起きるかわからない」という漠然とした不安が最も多くあげられています。 

・介護や支援が必要な人は、「避難所で体調を崩さないか」が53.3％であることをはじめ、よ

問３ 困りごとの解決のためにしたこと

(％)

34.3

14.0

5.1

9.1

10.3

30.0

8.6

2.9

8.3

7.1

0 10 20 30 40

家族や友人などに相談した

市や専門機関などに相談した

相談以外で具体的な行動をした

これから相談や行動をしたい

したいと思うがしていない

なにもしていない

どうすればよいかわからない

その他

困りごとや不安はない

無回答

問４ 災害時の避難で不安なこと

(％)

13.7

32.9

9.4

10.0

39.1

16.0

35.1

29.1

45.4

5.7

7.4

14.3

2.6

0 10 20 30 40 50

災害時に情報を得ることが難しい

避難などの判断が的確にできるか

避難所を知らない

避難所まで行くことが難しい

家族が安全に避難できるか

家具などが倒れて避難できない

避難所で体調を崩さないか

避難所の生活になじめるか

どんな災害が起きるかわからない

近所に気がかりな人がいる

その他

特に不安を感じていることはない

無回答



 

 

り多く不安があげられています。 

 

問５ あなたは、家族や親族以外で、地域で気がかりな人がいますか。 

 

気がかりなのは、どのような方ですか。（複数回答） 

 

その人に対して、あなたはなにかしていますか（しましたか）。（複数回答） 

 

・７人に１人弱が気がかりな人が「いる」と答えており、地域福祉に関するさまざまな課題が

把握され、見守りや相談、専門機関などへのつなぎも行われています。 

 

問６ 日常生活の困りごとや不安を解決するひとつの方法として、地域の人にも支えてもらうこ

とについて、あなたはどう思いますか。 

 

・「支えてほしいとは思わない」人は多くはなく、特に「災害時などには支えてほしいと思

う」人が29.7％で、年齢を問わず割合が大きくなっています。 
 

問５ 地域で気がかりな人の有無

(％)

13.4

67.4

13.4

0.6

5.1

0 10 20 30 40 50 60 70

いる

特にいない

わからない

その他

無回答

問５ 気がかりな人の状況

(％)

2.3

1.7

3.1

0.9

1.1

2.3

5.1

0 5 10

本人や家族の介護で困っている

子育てで困っている

経済的に困っている

虐待や暴力（恐れ）を受けている

引きこもり学校や仕事に行けない

地域から孤立している

その他

問５ 気がかりな人への対応

(％)

8.3

4.3

2.3

0.3

2.0

1.7

1.7

0 5 10

気にかけて見守っている

相談にのったり助ている

専門機関や地域の人などに相談した

支援したいが拒否されている

どうすればよいかわからない

特になにもしていない

その他

問６ 地域の人に支えてもらうこと

(％)

6.6

9.4

29.7

14.9

7.1

24.9

2.6

4.9

0 10 20 30 40

現在支えてもらっていることがある

今後は支えてほしいと思う

災害時などには支えてほしいと思う

支えてほしいが難しいと思う

支えてほしいとは思わない

わからない

その他

無回答



 

 

地域との関わりや活動への参加について 

問７ あなたは、お住まいの地域のつぎのような活動に参加したことがありますか。また、現在

は参加していなくて、今後参加したいと思うものがありますか。 

 

・選択肢としてあげた活動をあわせてみると、いずれかに現在参加している人は30.3％、以前参

加したことがある人は34.6％、これまで参加したことはないが今後参加したい人が11.7％です。 

・今後、新たに参加したい活動としては「スポーツや健康づくりの活動」19.4％、「文化活動や

趣味のサークル」16.3％などが多くあげられていますが、「自治会、女性会、老人会、子ども

会などの運営」も7.7％があげており、30歳代が18.6％、20歳代が12.5％と割合が大きめです 

 

問８ あなたは、地域の活動への参加ついて、気になることがありますか。（複数回答） 

 

・「参加する時間がない」ことに加え、「参加するきっかけがない」、「活動の情報が得にくい」と

いう、活動にうまくつながらないことが多くあげられています。 

・一方、「地域を関わるのが面倒」、「地域の活動で嫌な思いをする」という、地域との関わりを

あげた人もいます。 

 

問７ 地域の活動への参加

(％)

現在参加している 以前参加したことがある 今後参加したい

15.1 38.9 7.7

8.3 12.9 19.4

8.6 9.4 16.3

6.6 15.7 14.0

15.7 16.0 12.6

11.4 24.0 7.7

0.9 0.9 2.9

0 10 20 30 40 50 60 70

地域のおまつりやイベント

スポーツや健康づくりの活動

文化活動や趣味のサークル

地域の防災や防犯の活動

道路や公園などの清掃活動

自治会などの運営

その他

問８ 地域の活動で気になること

(％)

13.1

16.0

24.6

17.7

15.7

6.6

4.3

14.3

20.3

0 10 20 30

参加したいと思う活動がない

活動の情報が得にくい

参加する時間がない

参加するきっかけがない

地域と関わるのが面倒である

参加すると嫌な思いをする

企画や運営に参加する機会がない

特に感じない

無回答



 

 

問９ あなたは、お住まいの地域以外での活動も含め、福祉の活動に参加していますか。また、

現在は参加していなくて、今後参加したいと思うものがありますか。 

 

・選択肢としてあげた活動をあわせてみると、いずれかに現在参加している人は10.6％、以前参

加したことがある人は13.7％、これまで参加したことはないが今後参加したい人が21.7％で、

「困りごとを支えあう活動」18.6％をはじめ、いずれの活動も、現在参加している人よりもか

なり多くの人が今後参加したいという意向を示しています。 

 

問10 市民による福祉活動について、課題だと思うことがありますか。（複数回答） 

 

・「活動に参加する人が少ない」ことや「活動する人の負担が大きい」という状況は比較的多く

の人に認識されています。一方、「特にない・わからない」と無回答をあわせると約５割と多

くなっています。 

・「活動の情報や助言が得にくい」ことは、問９で「他の地域でのボランティア活動」に今後参

加したい人と答えた人の37.3％があげており、活動に参加するうえでの課題にもなっています。 

 

問９ 福祉活動の参加

(％)

現在参加している 以前参加したことがある 今後参加したい

4.3 9.1 16.3

3.1 5.7 13.7

1.1 2.0 18.6

3.1 4.0 17.1

4.9 3.4 12.9

0.6 0.6 3.1

0 10 20 30

高齢者や子どもの見守りや声かけ

住民が交流する場（サロン）の活動

ちょっとした困りごとを支えあう活動

身近な地域でのその他の福祉活動

他の地域でのボランティアやＮＰＯ活動

その他

問10 市民による福祉活動の課題

(％)

30.6

24.0

2.6

6.6

8.0

12.6

4.9

2.6

31.4

18.0

0 10 20 30 40

活動に参加する人が少ない・固定化

活動する人の負担が大きい

決まった活動が多い

一方的な活動になりやすい

場所や費用の確保が大変である

活動の情報や助言が得にくい

活動が楽しくない

その他

特にない・わからない

無回答



 

 

問11 あなたは、福祉活動に参加する人を増やすには、どのような取り組みを特に優先的にす

すめるのがよいと思いますか。（複数回答） 

 

・「気軽に参加できる活動を増やす」が最も多く、「楽しくできる活動を増やす」、「近くでできる

活動を増やす」など、参加しやすい活動を広げていくことが多くあげられています。 

・あわせて、「参加できる活動の情報を発信する」、「気軽に相談できるようにする」、「福祉につ

いて学ぶ機会を増やす」など、参加のきっかけやつなぐ取り組みも多くあげられています。 

・「交通費や報酬が得られるようにする」は全体では18.3％ですが、20歳代、30歳代はいずれも

37.5％と割合が大きくなっており、20歳代は「活動が評価されるようにする」も20.8％です。 

 

 

 

福祉に関する考えについて 

問12 あなたは、福祉に関心がありますか。 

 

・本調査の回答者では、福祉に「関心がない」と答えた人は多くはありませんが、「どちらとも

いえない」人が約半数となっています。 

 

問11 福祉活動の参加を増やす取組

(％)

34.6

18.3

22.6

8.3

12.6

41.4

24.0

13.4

12.6

18.3

6.9

10.6

2.0

17.1

9.4

0 10 20 30 40 50

参加できる活動の情報を発信する

福祉について学ぶ機会を増やす

気軽に相談できるようにする

やりたい活動につなぐ

いっしょに参加するよう誘う

気軽に参加できる活動を増やす

楽しくできる活動を増やす

近くでできる活動を増やす

活動の時間をつくれるようにする

交通費や報酬が得られるようにする

ポイントがたまるしくみをつくる

活動が評価されるようにする

その他

特にない・わからない

無回答

問12 福祉への関心

(％)

35.4

9.1

47.7

0.3

7.4

0 10 20 30 40 50

関心がある

関心がない

どちらともいえない

その他

無回答



 

 

問13－１ あなたは、地域の福祉を充実するために、どのようなことに特に優先的に取組むべき

だと思いますか。（複数回答） 

問13－２ 上記の問13－１の取り組みで、地域や民間の団体・事業者などが積極的に取組むべき

だと思うことがありますか。（複数回答） 

 

 

 

・【優先的に取り組むべきこと】としては、「福祉に関する情報の提供」が最も多くあげられ、

「身近な相談窓口」とともに、福祉の支援にアクセスしやすくすることが、「高齢者・障害者

の介護や生活支援」、「医療」、「年金などの社会保障制度」、「子育ての支援」などの具体的な支

問13 地域の福祉を充実する取り組み

(％)

特に優先的に取り組むこと 地域や民間が取り組むこと

35.1
30.6

30.9
24.9

33.1
26.9

20.9
19.1

16.6
16.0

13.4
9.7

12.6
11.4

25.7
17.1

18.6
14.3

27.4
17.4

10.6
10.0

8.3
7.7

10.3
9.1

5.7
8.3

14.6
13.7

12.6
13.4

16.0
13.7

5.1
5.4

7.4
9.4

10.3
11.4

17.7
14.3

22.6
15.1

13.7
11.1

6.6
8.6

1.4
1.7

11.4
15.4

6.0
9.1

0 10 20 30 40

福祉に関する情報の提供

身近な相談窓口

高齢者・障害者の介護や生活支援

子育ての支援

孤立した人やひきこもりへの支援

経済的に困窮している人への支援

就労のための支援

年金などの社会保障制度

健康づくり

医療

こころの健康に関する支援

認知症の人などの権利擁護

福祉の心を育てる取組み

ボランティアやＮＰＯ活動への支援

地域住民のつながりづくり

地域での支えあいの活動

支援が必要な人を発見する取組み

住宅の確保や住環境の整備

バリア（障壁）のない環境づくり

公共交通の整備や移動の支援

防災や災害時の対応

犯罪や事故のない安全なまちづくり

虐待や差別の防止

福祉の団体や機関のネットワーク

その他

特にない・わからない

無回答



 

 

援とともに重視されていることが示されています。 

・優先的に取り組むべきことは年齢によっても違いがあり、30歳代では「子育ての支援」を６割

以上の人があげて第１位となっています。 

・【地域や民間の団体・事業者などが積極的に取り組むこと】は、【優先的に取り組むべきこと】

と同じ回答をした人も多く、明確に区別して回答していただくことは難しい面もあったと思わ

れますが、「地域での支えあいの活動」や「ボランティアやＮＰＯ活動への支援」などは【優

先的に取り組むべきこと】としてよりも多くの人のあげ、地域の取り組みとして一定の認識が

されているようです。 

 

問14 あなたは、どこかで福祉について話を聞いたり、学んだことがありますか。（複数回答） 

 

・「小・中学校の総合学習などの授業」は、20歳代は66.7％、30歳代も34.4％の人があげており、

学校での福祉教育が広がってきていることが示されています。また、「職場で開催された福祉

の講座など」も１割以上の人が受けています。 

 

問15 成年後見制度について、つぎのようなことをご存じですか。【複数回答可】 

 

・成年後見制度の内容に関する５つの選択肢について、「判断能力が不十分な人が利用できる」

は半数近い人が知っていると答えているのをはじめ、制度への認知は一定広がってきているこ

とが伺えますが、「相談できる窓口がある」ことを知っている人は２割弱にとどまっています。 

 

問14 福祉について学んだこと

(％)

16.3

10.6

12.9

9.4

8.0

7.7

6.6

38.3

10.3

0 10 20 30 40 50

小・中学校の総合学習などの授業

地域で開催された福祉の講座など

職場で開催された福祉の講座など

市や社協・専門機関の講座など

高校や大学などで福祉を学んだ

家族などから学んだ

その他

特に話を聞いたり学んだことはない

無回答

問15 成年後見制度の認知

(％)

46.3

33.1

14.3

20.6

18.0

37.1

9.4

0 10 20 30 40 50

判断能力が十分でない人が利用できる

財産管理や契約を法律的に支援する

後見・保佐・補助の類型がある

任意後見制度がある

相談ができる窓口がある

知っていることはない

無回答



 

 

問16 あなたは支援が必要になったときには、成年後見制度を利用したいと思いますか。 

 

・４割以上の人が「必要になれば利用したい」と答え、これに加えて4.9％の人は「任意後見人

を選んでおきたい」と答えています。特に40歳代以下では、６～７割程度の人が利用意向を示

しています。 

・「利用したいとは思わない」人は12.0％ですが、60歳代では23.6％と割合が大きめです。 

 

問17 あなたは、こうした（再犯防止の）取り組みがすすめられていることをご存じでしたか。 

 

・再犯防止法が施行され、取り組みがすすめられていることを説明したうえで、認知状況をたず

ねました。「聞いたことはある」という程度の人が多いものの、４割以上の人は一定知ってい

ると答えています。ただし、20歳代は83.3％、30歳代は93.8％が「知らなかった」と答えてお

り、年齢によって違いがあります。 

 

問18 あなたは、再犯防止の取り組みをすすめることについて、どのように思いますか。 

 

・多くの人は取り組みの必要性を支持しており、「再犯防止の取り組みに協力したい」と「取り

組んでいる人や団体を応援したい」人をあわせると２割近くになります。再犯防止の取り組み

が「特に必要ない」と答えた人は多くありませんが、20歳代は16.7％と割合が大きめです。 

 

問16 成年後見制度の利用

(％)

41.7

12.0

4.9

33.4

1.4

6.6

0 10 20 30 40 50

必要になれば利用したい

利用したいとは思わない

任意後見人を選んでおきたい

わからない

その他

無回答

問17 再犯防止の取り組みの認知

(％)

1.1

12.3

29.7

50.6

0.6

5.7

0 10 20 30 40 50 60

取り組みを知っており協力している

協力はしていないが知っている

聞いたことはある

知らなかった

その他

無回答

問18 再犯防止の取り組みへの意識

(％)

2.9

16.3

55.1

5.4

12.0

1.7

6.6

0 10 20 30 40 50 60

再犯防止の取り組みに協力したい

取り組んでいる人や団体を応援したい

自分がやることは難しいが必要だと思う

特に必要ないと思う

わからない

その他

無回答


